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１．学校の教育目標 
 礼儀正しい人材の育成 
 スペシャリストとしての即戦力となる人材の育成 
 就職、各種検定の全員合格 

 
２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 国家試験１００％合格の継続 
 競技大会上位入賞 
 接遇マナー習慣づけ 
 清掃・整理整頓 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 
（１）教育理念・目標 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

学校の理念・目的・教育人材像は定められているか 3 
学校における職業教育の特色は何か ４ 
社会経済のニーズを踏まえた学校の将来構想を抱いているか 3 
学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想等が学生・保護者等に周知

されているか 
3 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて

方向づけられているか 
４ 

 
 本校は教育基本法の精神に則り学校教育法並びに理容師法・美容師法に基づき、理容

師・美容師の養成に関する教育を施することを目的としている（学則第３条）。 
 理念として「私達は社会の一員として広い視野と教養をもって「人間の美を創る」こ

とにつとめます」「常に一層高い技術と洗練された感覚をもって文化と公衆衛生の向上

につとめます」「和をもって団結し、真と善をもって人に接し、平素の修養を怠りませ

ん」と定めている。 
 本校の理念や目的等は入学式前に入学者・保護者説明会を開催し、将来における理容

師・美容師の社会的役割と合わせて周知を行っている。 
 本校の職業教育の特色として、関連企業等と密接に連携して、最新の実務の知識・技

術・技能を身につけられる実践的な職業教育に取り組めるよう、業界・企業等から十

分な協力を得て教育課程等を設定している。理容師・美容師国家試験合格を第一に、

理美容に関する内容を総合的に習得できるよう、業界等との協調体制をもって社会経

済におけるニーズを把握しカリキュラムに反映している。 
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（２）学校運営 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

目標等に沿った運営方針が策定されているか 3 
運営方針に沿った事業計画が制定されているか 3 
運営組織や意思決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機

能しているか 
3 

人事、給与に関する規定等は整備されているのか 3 
教務・財務等の組織整備等意思決定システムは整備されているか 3 
業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 
教育活動等に関する情報公開が適切になされているか ４ 
情報システム化等による業務の効率化が図られているか 3 
 
 新年度初めに行われる理事長校長訓示等にて、重点的に取り組むことが必要な目標や

計画を全教職員に指針を示している。運営方針を明確にし、これに基づき事業計画を

策定している。 
 実際の運営に関しては、目標、事業計画等を関連させて優先順位を検討した上、理事

会の承認を得て実施している。 
 運営組織や意思決定機能は規則等において明確にされており、十分効率的に機能して

いる。各部署についても担当業務を細分化しつつ所属上司への報告を徹底し、責任所

在も明確にしている。 
 人事・給与に関する制度は整備されており、就業規則はじめ各種諸規定を明確に定め

ている。 
 コンプライアンス体制については外部有識者による委員会を整備し、全教職員は職務

に係る倫理を自覚し、学生、卒業生、保護者並びに地域社会から信頼と尊敬を得るた

めに自律的に行動することを目的として、この行動規範を定めコンプライアンス宣言

を行いホームページ上で公開している。 
 情報システムについては、学籍管理システム、財務会計システム等により効率的に運

用しているが、今年度、学生の出退校時間を本人の携帯電話等操作で管理し、毎日の

遅刻・欠席確認及び退学防止に役立てている。 
 日々の教育活動については、月曜日～金曜日まで学校ＨＰにおいてブログ・ＦＢを活

用して情報公開をしている。また年 2 回学園新聞を発行し、保護者・地域住民・高等

学校等へ配布している。 
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（３）教育活動 
適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 

評価項目 評価 
教育理念などに沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 
教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた学科の修業年限に対応した

教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか 3 
キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリキュラムや教育方法の

工夫・開発等が実施されているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等や業界団体等との連帯により、カリキュラムの

作成・見直し等が行われているか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連帯によるインターンシップ、実

技、実習等）が体系的に位置づけられているか 
４ 

授業評価の実施・評価体制はあるか 3 
職業教育に対する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 
成績評価・単位認定、進級・卒業認定の基準は明確になっているか 3 
資格取得等に関する指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあ

るか 
3 

人材育成目標の達成に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確

保しているか 
3 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含む）を

確保するなどマネジメントが行われているか 
3 

関連分野における先端的な知識・技能等を習得するための研修や教員の指導

力育成など資質向上のための取組が行われているか 
3 

職員の能力開発のための研修等が行われているか 3 
 
 教育のアリアーレとして「国家試験全員合格」「競技大会上位入賞」「マナー習慣づけ」

「整理整頓」を目標に掲げ、個々の学生に対して習熟度・理解度を把握し、入念なサ

ポート体制を確立している。 
 本年度より一層、理容美容の現場に近い実習を行うため、外郭団体にご協力いただき、

職業実践教育として新たに取り入れた。 
 教員についてはより一層、人員確保に取り組んでいます。研修にも積極的に参加し、

能力開発にも努めています。（愛知県専修学校各種学校連合会 准教員研修等）また、

教員が理容・美容の垣根なく技術や授業についての意見交換を行い、常に授業方法や

指導について意見交換を行っている。 
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（４）学修成果 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 
資格取得率の向上が図られているか ４ 
退学率の低減が図られているか 3 
卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか 3 
卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用され

ているか 
3 

 
 就職希望者の就職率は高く１００％を維持している。学生の就職活動は 1 年次よりガ

イダンスやインターンシップを行う等、学生の就職意識を高めている。また、学生個々

において将来の希望などの聞き取りを行い、内定に至るまで丁寧にサポートしている。 
 理容師・美容師国家試験については毎回高い合格率をあげております。教員側におい

ても試験内容の研究を行うなど、全員合格を目指し努力しています。 
 退学率の低減については現在最重要課題としており、当校への入学に至っての経緯や、

学生の環境を分析対策し、退学に至らないよう指導内容の改善を図る。 
 卒業生については、近況や現在の環境等できるだけ情報収集をしている。また卒業生

で、技術コンテスト等上位入賞者には在校生に技術指導にあたる機会を設ける。 
 
（５）学生支援 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 
学生相談に関する体制は整備されているか 3 
学生に対する経済的な支援体制は整備されているか ４ 
学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 
課外活動に対する支援体制は整備されているか 3 
学生の生活環境への支援は行われているか 3 
保護者と適切に連携しているか 3 
卒業生への支援体制はあるか 3 
社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか 3 
高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行わ

れているか 
3 
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 就職活動支援として担任が個別対応しながら就職活動をバックアップしている。当校

に設置されている後援会組織によって多くの就職先を確保している。 
 学生相談は、技術のことから身近なことまで担任だけではなく、すべての教職員が常

に親身になって答えています。大きな問題は共有して解決していくようにしています。 
 経済面の支援については、公的奨学金の他に当校独自の奨学支援制度を設け、経済的

支援を行っています。 
 健康管理については年に一度健康診断を実施している。また感染症が流行している期

間等には玄関や教室に消毒薬を設置し感染を防ぐよう指導している。 
 学生の生活環境への支援として、学生寮を徒歩で３分以内に２棟の提携寮を用意して

いる。寮の業務委託先企業とは連携して学生の管理をしています。 
 保護者とは全般的に見て概ね適切に連帯していると自認している。学期毎には保護者

宛に成績通知書を通達している。必要に応じて保護者と直接連絡を取っている。 
 卒業生のリカレント教育として、アリアーレ理容美容職業訓練校を設置。就職後のス

キルアップや復職を目指す理容師・美容師を支援しています。 
 高校等の連携教育は、高校への出張授業や連携授業を実施しています。長期にわたる

高校のカリキュラムにも参入しています。 
 
（６）教育環境 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか 3 
学内外の実習施設、インターンシップ、海外研修等について十分な教育体制

を整備しているか 
４ 

防災に対する体制は整備されているか 3 
 
 設備・機器類は教育上の必要性に対応できるように整備されている。昨今、国家試験

の変更で実習室での試験ではなくホール等の大教室で行っているため、同等の環境で

の指導は難しい。 
 インターンシップとして後援会サロン等に数日にわたり実務実習を行っている。その

際は、管理理容師・管理美容師を調査し、適切な管理のもとにおいて行われている。

また、海外研修についてはパリでの研修を進めていましたが、テロ事件において中止

いたしました。代替として、韓国で行われた世界理美容選手権大会の見学、及びソウ

ル湖西専門学校での技術交流を行い、参加学生のグローバルな気持ちを高めました。 
 防災・安全管理上においては、千種消防署にお越しいただき火災訓練を行いました。

定期的に防災訓練を行うことで、防災への意識付けを行っています。 
 



6 
 

（７）学生の受け入れ募集 
適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 

評価項目 評価 
学生募集活動は、適切に行われているか ４ 
学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 
学納金は妥当なものとなっているか ４ 
 
 学生募集活動について、ガイダンスの参加や学校訪問等において高等学校等に対する

学校情報の説明に尽力している。またオープンキャンパスを実施し、技術体験、模擬

授業受講などにおいて当校の特性を実感してもらえるよう工夫している。 
 学納金については、教務、事務、広報それぞれの観点より適切に算定している。また、

表示金額には必要材料費、諸費用を含めた明瞭なものになっている。 
 最低必要とするカリキュラムを行うことにより授業の負担、学費の負担も軽減するこ

とにより集中して知識、技術を学べる学校づくりをしている。 
 
（８）財務 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 
予算・収支計画は有効かつ妥当なもとのなっているか ４ 
財務について会計監査が適切に行われているか ４ 
財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
 
 平成 24 年度の総生徒数 186 名から平成 27 年度の総生徒数 291 名と、近年生徒が大幅

に増えクラスも増えたことで、過去の赤字傾向から脱却し経営も安定してきた。経費

削減を図る一方で設備の充実と教育の強化を図りバランスをとっている。このことか

ら中長期的にも安定しているように見えるが、少子化問題、老朽化してくる施設、設

備、教育上の必要性に十分対応ができるのか、また学生納付金収入に著しく偏った現

在の経営では、学校運営が厳しくなることが予想され、方向性につき今一度検討をし

ていきたい。収支の詳細もできる範囲で早急に取り掛かる。 
 外部の会計事務所より月一回会計士指導を受けながら適正な会計処理を行っている。

また、法人監査についても法人監事により年三回適正に行われている。 
 財務情報の公開に関しては、私立学校法 47 条に基づき、利害関係者へ財務情報の公開

を実施している。また、財務情報は学校ホームページに掲載し公開している。 
 
 



7 
 

 
（９）法令等の厳守 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 
個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか 3 
自己評価の実施と問題点の改善を行っているか 3 
自己評価結果を公開しているか ４ 
 
 理容師法・美容師法や専修学校設置基準等を厳守し、適切な学校運営を行っている。 

（平成 27 年 10 月、愛知県庁 健康福祉課の内部監査があり、おおむね良好の判断をい

ただく。） 
 個人情報に関しては、生徒及び教職員に関する一切の情報の持ち出しを禁止していま

す。また、卒業生の学籍簿に関しては施錠した保管庫に収納しています。 
 個人情報の取り扱いに関して、学校ＨＰ上等で学生たちの活動の様子である写真や作

文を掲載することがあります。これらはその都度、公表について各家庭の意思確認は

とっていません。掲載や公表を控えてほしい際は、申し出ていただくよう、入学前保

護者会や学園新聞でお願いしている。 
 自己評価に関しては実施した結果を公表するようにしています。実施規定や体制には

整備の余地があります。学校概要や教育内容等の情報はＷＥＢで公開しており今後も

随時更新していきます。 
 
（１０）社会貢献・地域貢献 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 
学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 
地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極

的に実施しているか 
3 

 
 学校の設備や施設、教室等を外部からの依頼があれば可能な限り貸し出しに応じてい

る。（愛知県理容生活衛生同業組合、愛知理容美容職業訓練校等） 
 学校祭では地域住民の方を招待し、エステやネイル等の技術を一般に提供している。

ただ理美容学校という特性上、ボランティアとして技術を施術することに制限がある

ため、今後の課題とする。 
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 理容ボランティアの日（毎年 9 月の第 2 月曜日）に合わせ、学生が千種駅周辺及び千

石小学校区の清掃を実施。（以降、毎月 1 回実施） 
 平成 27 年 11 月、愛知県赤十字血液センターの献血施設へ出向く。ボランティア活動

の中にも、40 分で助かる命があることを理解するきっかけ作りになる。 
 

 
 
（１１）国際交流 

適切…４ ほぼ適切…３ やや不適切…２ 不適切…１ 
評価項目 評価 

留学生の受入れ・派遣について戦略を持って行っているか ４ 
留学生の受入れ・派遣、在籍管理等において適切な手続き等がとられている

か 
４ 

留学生の学修・生活指導等について学内に適切な体制が整備されているか 3 
学習成果が国内外で評価される取組を行っているか ４ 
 
 当校では外国人留学生も生徒として受け入れしております。入学に関しましては、法

務省入国管理局、文部科学省生涯学習政策局より出ているガイドラインに沿って入学

選考し、名古屋入国管理局留学・研修審査部門より「在籍管理が適切に行われている

と認められる専修学校専門課程（日本語教育機関を除く）」として選定される。 
 留学生に関しては担当者が 6 ヶ月に一度、本人と面談をし、生活状況を確認、在留資

格のチェックをし記録を残している。 
 留学生が入学するには原則として満 18 歳以上の、母国等において 12 年間の学校教育

を修了した者で、且つ日本の法務省による在留審査を経て留学の在留資格を得ること

が前提としている。 
 外務省領事局領事サービス室からの指導として、外国籍の方で、卒業証明書等を外国

で使用する際の証明（認証）については、公証人による証明書を発行している。 
 生徒の技術の向上に関し、技術コンテストには積極的に参加し、入賞を目指している。。

国際大会に繋がる技能五輪にも選手をおくっている。（12 月千葉県にて開催） 
 海外研修の際、韓国・ソウル世界大会（第 36 回 OMC 世界理美容技術選手権）を見学。

卒業生の活躍を真近に見て、自らの日頃の学習の重要性を理解する。 
 


